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■ 第2期  伊那市新産業技術推進ビジョン
　 実現に向けたPDCAマネジメント 新産業技術推進ビジョン

未来を織りなす 創造と循環のまち
～伊那に生きる、ここに暮らし続ける～

目指す姿

　伊那市における新たなビジネスモデルの創出やIoT活用に向けた人材育成を
進めるため、平成28年5月にIoT等新産業技術推進のためのコンソシアムとし
て、伊那市新産業技術推進協議会を設置し、取組を進めてきました。
　取り組みを進める中で、今後の産業イノベーションのあるべき姿や地域課題
解決に向けた処方箋として、伊那市新産業技術推進ビジョンを平成30年に策
定しました。
　令和4年度末をもって「伊那市新産業技術推進ビジョン」が終期を迎えること
から、今後も新産業技術を活用し地域課題の解決を図り、誰ひとり取り残さな
い伊那市を創っていくため、第２期新産業技術推進ビジョンを策定しました。
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■ 第1期  伊那市新産業技術推進ビジョン（平成30年
～令和4年）の取組  全体像■ 第1期  伊那市新産業技術推進ビジョンの事例

■ 協議会の各部会

■ 第1期  伊那市新産業技術推進ビジョンの取組  取組実績

　目指す姿の実現に向け、5つの分野（既存産業活性化、伊那新産業創出、住みよさの向上、行政サービスの拡充、
新産業時代の人材育成）で地域の課題解決に新産業技術を活かします。この可能性を見えるかたちにしたものを「新
産業技術推進ビジョン」として示します。

【第1期の取り組み】官民連携コンソーシアムの新産業技術推進協議会は、協議会から独立・自走化した部会を含め
た下記の9領域および新規の「コネクテッド保健福祉部会」の精力的な活動により、買物、交通、医療などの弱者も
含め、伊那市民の広い範囲で新産業技術を適用したソリューションを立ち上げ、提供してきました。
これらの取り組みは外部機関より評価され様々な団体より表彰されています。

伊那に生きる、ここに暮らし続ける

●業務効率化、行政サービス拡充
●地域課題拡大抑止と解決推進

行政サービスの拡充

●伊那市独特の教育とICT
●新学習指導要領の実現
●社会人教育の推進（充実）

新産業時代の人材育成

●地域内経済循環の活性化
●住民生活サポートの充実

住みよさの向上

●特徴ある新産業／事業の創出
●広い年齢層で雇用機会の創出

伊那新産業創出

●事業力強化、収益力向上実現
●生産性向上及び収入向上実現

既存産業活性化

◆行政業務効率化、コスト削減の推進
◆地域課題解決を推進する行政サービス拡充
　（安心して住む、働く、育てる、学ぶ、遊ぶ）

◆伊那市「学校教育の情報化ビジョン2017」施策推進
　　・先進的学び、伝統的学びのためのICT活用
　　・ICT教育環境充実　・校務の効率化
◆児童生徒への新産業技術体験機会の提供
◆新産業時代の人材育成、活躍を支援

◆生活環境ニーズに基づいた経済流通を活性化
　させるサービス事業の創出
◆生活環境を改善する住民サービスの開拓

◆1次と2次産業の融合による付加価値創出
◆自然環境を活用した環境エネルギー事業創出
◆研究機関と連携したヘルスケア分野の開拓

◆製造業の生産性向上、ノウハウの継承
◆農林業の省力化、生産性向上、6次化実現
◆観光業における伊那ファンの創生

「子どもが帰ってきたくなる伊那市」「若者が定住したくなる伊那市」
「子育てしたくなる伊那市」「若者／高齢者協働のまち伊那市」

適 用 分 野 施 策 策 定 方 針
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既存産業の「強み」×新産業技術

伊那市発ならではの
新産業の創出

「強み」の複合化×新産業技術

地域内経済循環と
住民サービスの向上

住生活環境悪化懸念×新産業技術

行政コスト削減及び
行政サービス拡充

行政課題拡大懸念× 新産業技術

課題解決をリードする
新産業時代の人材創出

人材育成×新産業技術
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新産業技術推進の姿

新産業人材

新技術（IoT、AI、ビッグデータ、ロボット）

保有資産（ノウハウ、技術）

目指す姿

部　会 概　　要

スマート農業
（自走化）

■農業用機械の自動運行や肥料・農業等の自動散
布データ活用型営農管理技術確立
■「先駆的営農モデルの構築」と「儲かる農業」の
実現

スマート林業
（自走化）

■生産性・安全性向上による「儲かる林業」の実現
■松くい虫、獣害対策の効率化
■環境保全の基盤となる林業整備

スマート工業

■企業経営改善計画の策定および実行支援
　元気ビジネス応援隊（GBO）とIT専門家による
支援
■IoT人材の育成・確保

アドバンスト
物流

■「ゆうあいマーケット」事業：ドローンを活用した
新荷物配送システム構築と持続可能な買物支援
の仕組づくり（空飛ぶデリバリーサービス）
■「無人VTOL機による物資輸送プラットフォーム」
の構築

インテリ
ジェント交通

■「ぐるっとタクシー運用」AI配車情報配信基盤を
活用したルートを固定しない配車システムの運行

■「市街地デジタルタクシー」ぐるっとタクシーの
対象外である市街地に居住する高齢者等の移動
手段を確保する

部　会 概　　要

ICT教育
（自走化）

■小中学校でのICT機器・ネットワーク環境整備
■情報化による遠隔地教育、家庭、地域への活
用強化

サステナブル
環境

■2050年カーボンニュートラル宣言（令和3年）
や計画を策定、一般家庭でのCO₂抑制施策
（ペレットストーブ/ボイラー、屋根置き太陽光
パネル・蓄電池導入支援、LED化支援など）

アメニティ
定住

■地方創生アルカディア構想（チャットボット、
シェアエコノミー、伊那MRスクエアなどで
移住定住促進、関係人口増加）
■伊那市メタバース空間構築（伊那市らしいコ
ンテンツ体験と複数人のコミュニケーション
できる空間構築）

デジタル
行政

■デジタル化による行政サービスの利便性向上
■データ利活用の推進
■業務効率化に向けDX推進人材の育成

コネクテッド
保健福祉

■「いーな電子＠連絡帳」電子連絡帳を用いて
市内医療機関、介護保険事業所と効率的に情
報共有
■「モバイルクリニック事業」医師の乗らない移
動診療車によるオンライン診療

コネクテッド保健福祉 スマート農業（自走化）

スマート林業（自走化） インテリジェント交通

アメニティ定住（自走化） デジタル行政

アドバンスト物流 ICT教育（自走化）

サスティナブル環境 スマート工業

モバイルクリニック

自動運転トラクター

ドローンデリバリー

遠隔合同授業 高性能機械 ぐるっとタクシー

小水力発電

木質バイオマス

ハッカソン
オンライン移住体験ツアー

在宅型テレワーク

シェアリングエコノミーサービス



未来を織りなす 創造と循環のまち
～伊那に生きる、ここに暮らし続ける～

「Society5.0」
時代の学びを
支える教員

「Society5.0」
時代の学びを
支える教員

個別最適な学び
対話的な学び
創造性を育む
学びの実現

個別最適な学び
対話的な学び
創造性を育む
学びの実現

学びを深める
ICT活用

学びを深める
ICT活用

学びに導く
ICT活用
学びに導く
ICT活用

伝統的 先進的

地域を知り
地域の人とふれ合い

伊那市の未来を考える人
………

新産業時代をリードし
世界と活躍できる人

………
伝統を重んじ
未来を創造する
イノベーティブな人

伊那市の伝統が
誇らしいわ!

伊那市の産業は
最先端だ!

新産業技術活用推進

企業経営基盤強化

循環型活動推進

STEAM教育、実体験教育 住みやすいまちづくり伊那発新事業創出

リカレント教育・リスキリング　　

新 産 業 技 術 を 生 か し 、伊那市の活性化にむけて
既存企業力強化 新産業創出 次世代を担う

人材創出
住民福祉の向上 循環型社会

創造

新 産 業 技 術 推 進 協 議 会地 域 連 携 伊 那 市 民 海　　　外伊那市企業

地域経済活性化 地 域 生 活 向 上

マーケティング推進 伊那ブランディング推進 産学官連携デジタルデータ利活用

マイナンバーカード
（JPKI）

マイナンバーカード
（JPKI）

スマートフォン・
タブレット

スマートフォン・
タブレット

ウェアラブルデバイス
（IoT）

ウェアラブルデバイス
（IoT）

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

ビジョン
推進支援

推進支援実施ビジョン推進支援
施策企画

支援施策
再構築

マーケティング、利活用促進支援実施

施策（事業）創出・推進支援実施

情報共有／利活用基盤構築＆活用

新
産
業
技
術
活
用
推
進
の
取
組
み

需給拡大（企画）

生産性向上／質向上（第1期事業発展）

事業再構築実証、支援

需給拡大（開発、実証） 需給拡大（運営）

施策水平展開施策
再構成

循環推進活性化
実証

運用推進
企画

既存企業力
強化

次世代を
担う
人材創出

循環型社会
創造

住民福祉の
向上

新産業創出

第1期取組み 事業化支援

新事業／スタートアップ事業化新事業（企画） 新事業／スタートアップ立上げ、実証

STEAM教育導入

スモールビジネス（企画）

住みやすいまちづくり施策実践
（健康福祉／生活利便性向上、行政DX推進、安全安心確保）

スモールビジネス創出支援 スモールビジネス事業化

人材創出
施策企画

循環推進活性化
施策企画

実践体験教育導入

STEAM教育実践施策
再構成 実践体験教育実践

メタバース空間構築 メタバース運営実証評価 メタバース活用多様化実証評価

循環推進プラットフォーム検討

循環型活動活性化サービス検討

中

間

評

価

最

終

評

価

◇地域ブランディング
新施策
（企画）

住みやすいまちづくり
新施策実践

■ 第2期  伊那市新産業技術推進ビジョン  推進工程表
第２期伊那市新産業技術推進ビジョン

●DX  ●IoT  ●AI  ●ブロックチェーン  ●XR  ●メタバース  ●ドローン  ●ロボット  ●MaaS  等新産業技術

「第2期 新産業技術推進ビジョン」策定に当っての基本方針

循環型社会
創造

住民福祉の向上

次世代を担う
人材創出

新産業創出

既存企業力
強化 ■企業経営基盤強化

■伊那発新事業創出

■新産業技術活用推進

■STEAM教育導入

■実践体験教育

■住みやすいまちづくり

■伊那市の認知度向上

■循環推進プラットフォーム構築

■循環型活動推進

◆生産性向上／質の向上
◆需給拡大 ◆事業再構築

◆新事業／スタートアップ創出
◆スモールビジネス創出

◆文理の枠を超えた学習 ◆探究的な学習

◆新産業技術実践体験 ◆課題解決実践体験

◆健康福祉 ◆生活利便性向上
◆行政DX推進 ◆安全安心確保

◆地域ブランディング

◆資源循環推進 ◆エネルギー自給推進

◆循環型活動推進サービス構築

目指す姿

適 用 分 野 主 要 領 域 施 　 策

第1層
●データ蓄積／共有／分析の仕組み導入 ●市民／企業のデータ利活用リテラシー向上推進
情報共有／利活用基盤 構築推進

第2層
●基盤情報を活用し「既存事業のVup／融合（シナジー）／収益化」
　「分野横断事業創出推進」を推進する。

新産業技術を活用した新事業創出推進

第3層 実践事業伴走

第4層 マーケティング、利活用促進支援

※1 信州大学、南信工科短大、サイエンスパーク、信州DX推進コンソーシアム 等

相互連携

伊那市民周辺地域他地域 伊那市企業 海　外
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市民パネル
（市民の声）

企業パネル
（企業の声）

■ 第2期  伊那市新産業技術推進ビジョン  全体像

■ 第2期  伊那市新産業技術推進ビジョン  基本方針 ■ 第2期  伊那市新産業技術推進ビジョン  推進体制

▶最終目標は、「未来を織りなす 創造と循環のまち ～伊那に生きる、ここに暮
らし続ける～」の実現とします。

▶地域課題を的確に捉え、俯瞰して、その解決のために新産業技術を幅広い分
野に対して横断的に活用します。

▶新産業技術の活用は、第1期の活動で得られた成果の発展と本市の特徴ある
保有資産の活用と人材創出と合わせて実施します。

▶具体策の実行においては、企業からの参入を促進し、さらにその成果は、全
国に発信し事業展開に結び付けます。

▶新産業技術の活用により地域の活性化に貢献し、もって若者の本市への定住
を図ります。

本市における「第2期 新産業技術推進ビジョン」は、次の基本方針に基づいて策定します。

点線枠は準備段階 実線枠は実行段階

DXの推進とビジネスモデルの変革 産学官連携拠点の活用

民間企業民間企業 政府・地方公共団体政府・地方公共団体

産 官

教育・研究機関教育・研究機関

学

スキルとマインドセットを醸成する
ワークショップ

健康寿命延伸のため
データ共有／見える化を図る

伊那市の認知度向上

地域ブランディング

次世代の創造活動を担う
グローバルに活躍できる人材の創出

3R行動（削減、再利用、リサイクル）の
促進・浸透

循環推進プラットフォーム構築

エネルギー自給自足、再生資源等の循環を
推進する

データ連携基盤
IoT・AIIoT・AI

自走化

自走化

国内外／伊那市社会経済情報

他地域
相互連携

新産業技術事例・ノウハウ
静的／動的デジタルデータ集約
（地域空間情報、事業データ等）

公的支援
機関

◆新事業創出推進 ◆スタートアップ創出推進
◆市民若者参画スモールビジネス創出推進 ◆新産業技術探索

大手企業
（域内外）

学術機関
※1

既存企業力強化 新産業創出 次世代を担う人材創出 住民福祉の向上 循環型社会創造

◆実践事業サービス普及拡大推進
◆地域内外の人／企業に対するマーケティング
◆伊那ブランディング推進（体験価値提供、関係人口との連携強化）


